
月例経済報告

月例経済報告

1／5ページ

昭和55年3月11日　経済企画庁

目　次

概観
1海外経済：物価の騰勢強まる
2　物　価：卸売物価の大幅上昇続く
3　国際収支：経常収支は引続き赤字
4　国内需給：設備投資は引続き堅調な増加
5　財政金融：短期金利は急上昇

海外経済をみると、アメリカの景気は頭打ち状態が続いている。一方、西欧経済は緩やかに拡

も盃旨芯寵妾霊と諾謡雷孟豊讐警票品品言完豊品謡芸認筈霊霊き
た。

我が国経済をみると、堅調な設備投資の増大に加え輸出、個人消費の増加などから総じて着実
な拡大が続いており、生産・出荷も引続き増加基調にある。企業の景況観は慎重さを加えながら
も引続き良好である。雇用情勢にも、改善の動きが続いている。こうしたなかで国際収支面では、
原油価格上昇の影響などから、経常収支は引続き赤字となっている。卸売物価は、堅調な需給
地合のなかで、海外原材料高や円安の影響などにより、石油・同関連製品を中心に大幅に上昇し
ている。昔た商品市況も引続き強い上昇基調にある。一方、消費者物価は、季節商品の値上がり
などからやや上昇している。

ＸＸＸ

最近の経済情勢をみると、設備投資の堅調な増加などから経済は総じて着実な拡大を続けてい
る。一方、卸売物価は石油価格上昇や円安の影響などから大幅に上昇している。こうした状況下
で日本銀行は公定歩合を1．0％引き上げた。また政府及び日本銀行は円相場の安定を図るため
二連の男対策を講ずる亘ととした。政府としては」監動的な政策運営態度のもとに、＿景気の堆隆、

ｂ塁㌘安定に綿しつつ：とくに物価嘘定を重軋て・物価対策を総合的に推軋ていく誓

1海外経済：物価の騰勢強まる

アメリカ経済をみると、物価が一段と高騰するなかで、景気は頭打ち状態が続いている。鉱工業
生産は、前月比で11月0．1％減、12月0．1％増のあと、1月は自動車など耐久消費財の減少にもか
かわらず企業設備財などの増加により、0．5％増となった。設備投資の先行きを示す非軍需資本
財受注は、前月比で12月，6．7％増のあと、1月は18．6％増となった占呟た小売売上げは、5前月比
で12月0，5％増のあと、1月は自動車販売の増加もあって2．3％増となった。しかし、個人消費支出
全体（サービスを含む）の伸びは前月比で1月は1，2％と消費者物価上昇率（4％）を下回つでいる。
一方、住宅着工件数は前月比で12月0．3％減のあと、1月も6．4％減となり減少傾向にある。貿易収
支（輸出：‾ＦＡＳベース、輸入：ＣＩＦベース）の赤字幅は、12月の41億ドルから1月は48億ドルへ拡大し
た。一方、物価は一段と高騰しており、完成財卸売物価は前月比で12月0．9％上昇のあと、1月
1．6％上昇、2月も1．5％上昇（前年同月比13．3％上昇）と急騰した。こうしたなかで、連邦準備制度理
事会は2月15日公定歩合を1％引き上げた。

西欧経済をみると、これまでのところイギリスを除いて景気は緩やかに拡大しているが、個人消
費の基調は弱く、物価は石油価格高騰の影響などから騰勢を強めている。西ドイツでは個人消費
の基調は弱いものの、設備投資の好調などから、景気は引続き上昇している。一方、物価は上昇
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率が高まっている。こうしたなかで、2月未に公定歩合が1％引き上げられた。フランスでは緩やか
な景気上昇が続いているが、雇用情勢は再び悪化し、物価は一段と上昇している。イタリアでは
景気は緩やかに拡大しているが、物価の騰勢が強まっている。他方、イギリスでは鉄鋼ストの影
響もあって景気は悪化してきており、物価はさらに大幅な上昇となっている。

2月の国際通貨市場をみると、ドルは2月に入り米・イラン関係に改善の兆しがみられたことなど
から安定してきたが、2月中旬のアメリカの公定歩合引き上げなどから一段高となっている。一
方、自由金相場は1月下旬に急騰したあと、2月中旬以降アメリカの金融引締めなどから値を下げ
た。

2月の国際商品市況をみると、1月央以降急騰したロイター商品相場指数（ＳＤＲ建て）は、2月11

日に最高値をつけたあと米・イラシ関係改善の兆し、高値警戒感などから反落し、もみ合ってい
る。

2物　価：卸売物価の大幅上昇続く

卸売物価は、1月に前月比で2・1％上昇のあと、2月に入っても前句比で上・中旬とも0・7％と大幅
な上昇が続いている。これは、輸入品が高値原油の引続く入着、円安から上昇しているほか、国

内品も原油高による石油・同関連製品の上昇、食料品の値上がりなどから上昇しているためであ
る。

また、2月の商品市況の動向をみると、月後半、一部で騰勢一服の品目も見られたが、依然とし
て強い上昇基調にある。品目別にみると、ガソリン、灯油、ラワン合板Ｊ綿糸などで月前半続騰し
たあと一段落しているものの、棒鋼、アル3地金などが続伸しているほか、塩ビ樹脂、高圧ポリエ
チレンが値上がりしている。

消費者物価は、前月比で12月0．6％の上昇のあと、1月は0．9％の上昇となった（前年同月比では
6．6％の上昇）。2月の動向を東京都区部速報でみると、野菜と身の回り晶の上昇を主因に前月比
で0．5％の上昇となり、前年同月比では7．6％の上昇となった。徒た、一季節商品を除く総合でも、前
月比0．6％の上昇、前年同月比5．4％の上昇と、おおむね落ち着いているものの、やや上昇してい
る。

Ｊ

こうした状況下で日本銀行は、物価上昇を極力抑制する趣旨から2月18日、公定歩合を1，0％引　ヽノ
き上げ、7．25％とすることを決定した（2月19日実施）。また6月1日から預金準備率も引き上げられ
た。

3　国際収支：経常収支は引続き赤字

塊畠は、増加傾向にある。通関輸出（数量ベース）は、前月比（季節調整値）で11月0．5％増、12月
4．9％増のあと、1月は3．9％減（前年同月比10．9％増）となったが、これは前月大幅に増加した船舶
の減少によるところが大きい。1月の動きを品目別にみると、船舶の他自動車、鉄鋼が反動減とな
ったものの、一般機械、家電機械などが増加した。なお円ベースでは、前月比0．4％滅、前年同月
比39．0％増となっている（ドルベースでは各々2．5％増、14．9％増）。

壇Ａは、横ばい気味になっている。通関輸入（数量ベース）は、前月比（季節調整値）で11月0．1％
増、12月3．7％減のあと、1月は7．8％減（前年同月比6．7％減）となった。1月の動きを品目別にみる
と、化学製品、機械機器が増加したものの、原粗油、木材などが減少した。なお円ベースでは、前
月比3．0％減となったが、前年同月比では68．0％増と引続き高水準になっている（ドルベースでは
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各々0．1％滅、38．6％増）。

1－月の＿国際収支をみると、貿易収支（季節調整値）の赤字幅がほぼ前月並みとなったため、経
常収支（季節調整値）の赤字もほぼ前月並みの乞927億円（1，230百万ドル）となった。長期資本収支
は2，130億円（895百万ドル）と大幅な流入超過に転じた。これは本邦資本が借款供与や対外証券
投資の減小から流出超過幅を大幅に縮小したうえ、外国資本が対日証券投資の著増から流入超
過幅を拡大したためである。また短期資本収支等は、611億円（257百万ドル）の流入超過となっ
た。以上の結果、総合収支（季節調整値）は186億円（78百万ドル）の赤字と前月に比べ赤字幅を大
きく縮小した。

外由為替市場における2月の凸盈星（対米ドル、インクーパンク翌日渡し中心相場）は、月初の
240．20円から上旬はほぼ平穏に推移したが、中旬以降かなり円安となり249．80円で越月した。こう
した情勢に鑑み、政府及び日本銀行は3月2日円相場の安定を図るため一連の対策を講ずること
とした。・

2月の外貨準備高は、月中243百万ドル減少し、月末には20，771百万ドルとなった。

4国内需給：設億投資は引続き堅調な増加

実質国民総支出（速報）をみると、前期比で7～9月期1，7％増のあと、10～12月期は1．3％増と着
＿実な拡大を続けている。これは、民間住宅が引続き減少し、民間最終消費支出の伸びが低かっ

たもさの、の、民間企業設備、輸出等が堅調に増加したためである。

鉱工業生産は、前月比で11月1．2％増、12月0．2％減のあと、1月は1．5％増となり堅調な増加が
続いている。1月の動きを業種別にみると、一般機械が設備投資、輸出の好調を背景に、化学橡
挽、クレ「ンなどを中心に増加したのをはじめ、精密機械が腕・懐中時計などにより増加した。ま
た、鉄鋼が小形棒鋼などを中心に、紙・パルプが印刷・筆記図画用紙などを中心に各々増加した
ほか、繊維、金属製晶など多くの業種で増加した。　　　　　　　　　　　　　　′

なお、製造工業生産予測指数は前月比で2月4．7％増のあと、3月は5．1％滅となっている。

も窯菜窯量返還欒憲蓋蓋患愚意運
動減となったものの、一般機械を中心に増加した。一方、建設財は、道路用コンクリート製品なと
で減少した。

鉱工業生産者製品在庫は、前月比で12月0．1％増のあと、1月も0．1％増となった。業種別にみる
と、鉄鋼が輸出船待ち在庫の反動増もあって、特殊鋼熟問鋼管、鋼帯などにより増加し、金属製
品が小型石油ストーブなどで増加したほか、一般機械も増加した。一方、化学が塩ビ樹脂などに
より減少し、非鉄金属もアルミニウム、電気銅などにより減少した。

1月の鉱星雲隼産革製品在庫率撞数は78．4となり、前月に比べ0．3ポイント上昇した。

現金給与総額は、前年同月比で12月6．2％増のあと、1月は7．4％増（うち定期給与は6．3％増）とな
り、実質賃金は、前年同月比で12月0．4％増のあと、1月は0．6％増となった。

値入消費は、おおむね堅調な伸びを続けている。

実質消費支出（家計調査、全世帯）を前年同月比でみると、11月0．3％増のあと、12月も被服費の
減少などから0．5％増と引続き小幅な伸びとなった。これを世帯別にみると、勤労者世帯では前年
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同月比で1．6％増、一般世帯（自営業主など）では同・1．4％滅となっている。一方、農家世帯（農家経
済調査）の実質現金消費支出は前年同月比で11月5．2％増のあと、12月は0．8％滅となっている。
しかし、その後の消費動向を小売売上げ面からみると、全国百貨店販売額は前年同月比で12月
7．3％増のあと1月は11．4％増と高い伸びとなった。これは衣科晶が寒さと積極的なバーゲンセー
ルの影響もあって高い伸びになったことなどによる。また、チェーンストア販売高（店舗調整後）も、
前年同月比で12月5．1％増のあと、1月は10．2％増となった。

なお、乗用車（軽を含む）の新車新規登録・届出台数は、前年同月比で1月0．3％減のあと、2月は
1．8％増となっている。

住窒建設の動向を新設住宅着工戸数（季節調整値）でみると、総戸数は前月比で12月0．5％減の
あと、1月（速報）は2．5％増となった（前年同月比4．5％増）。これは公的資金分が公庫住宅等の減少
により11．1％減となったのに対し民間資金沙が分譲住宅、貸家住宅を中心に8．4％増となったた
めである。

設備投資は、引続き堅調な増加基調にある。先行指標の動きをみると、機械受注（船舶、電力を
除く民需）は前月比で12月10．9％減のあと、・1月はＩＺ9％増となった。一方、民間からの建設工事
受注額（43社）は前月比で12月12．1％増のあと、1月は17．4％増（前年同月比41．5％増）となった。

なお、日本銀行「主要企業短期経済観測」（55年2月調査）によると、全産業の54年度の設備投資
の実績見込みは前年度比12．5％増、55年度の計画は、同12．6％増と見込まれている（製造業は前
年度比6．0％増、非製造業は同17．8％増）。

公共事業について公共工事請負金額をみると、前年由月比で1月11．3％増のあと、2月は7．8％
増となった。なお、公共事業関係費支払額は1月0．7％増のあと、2月は15．7％増となっている。

雇用情勢は、なお厳しさが見られるものの、改善の動きが続いている。常用雇用（調査産業計）
は前月比で12月横ばいのあと1月は0．1％減となったが、所定外労働時間（製造業）は前月比で12
月2．0％増のあと、1月は0．8％増と増加傾向が続いている。また、有効求人倍率（季節調整値）は12
月の0．82倍から、1月は臨時季節求職者が一時的に増加したことから0．80倍とやや低下した。

1月の完全失業者数は113万人となり、完全失業率（季節調整値）は12月の2．04％から1．87％へと
低下した。

ヽ

ヽノ

企業の動向について、前記「主要企業短期経済観測」でみると、54年度下期の経常利益（製造　、
業、実績見込み）は前期比5．0％の減少となるものの引続き高い水準にあると見込昔れている。ま　ヽノ
た、企業の業況判断は慎重さを加えながらも引続き良好である。

企莱倒産の状況を銀行取引停止処分者件数でみると、1月は1，069件で前年同月比23．6％増と
なった。

5　財政金融：短期金利は急上昇

日銀券の月中平均発行残高は、前年同月比で1月9．3％増のあと、2月は9．7％増となった。

2月 金対民 は、185億円の揚超となった（前年同月は354億円の散超）。これは、
国債収入、租税収入が前年を上回ったことなどによる。

2月のコール・手形市場は、公定歩合の引上げなどから下旬には急上昇した。これをコール・レ
ート（無条件もの）についてみると、月初切8．1875％から一時やや低下したが、月末には9．4535％と
なった。また手形レート（二山越え）も月初の8．4675～8．5625％から月末には9．7500～9．鍋75％と急
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臆した。

企業金融の動向をみると、原材料高に伴う運転資金需要のほか、石油関連会社、商社などで輸
入関連資金需要が増加している。こうしたなかで、金融機関は総じて貸出を抑制しており、企業の
金融引締り感が徐々に浸透してきている。

マネー・サプライ（Ｍ2＋ＣＤ・現金通貨＋預金通貨＋定期性預金＋譲渡性預金）の月中平均残高を
前年同月比でみると、12月11．0％増のあと、1月は10．6％増となった。

全国銀行貸出約定平均金利は、1月中0．120％ポイント上昇し、月末には7．184％となった。

2月の公社債市場をみると、月初来、金利先高感から相場は続落し、既往最安値を更新した。そ
の後下旬に到り国債整理基金による国債買入れ発表により下げ止まり、弱含み保合いとなった。

また、条件付売貢市場（現先市場）のレートは、月央以降急上昇を続けた。

2月の株式市場は、前半は海外株高、外人買いなどから大商いのうちに堅調に推移し7たが、
も　その後、高値警戒感、信用買残高の高水準持続などから高値も－みあいとなり、月末の東証株価
指数（46年1月4日＝100）は、467．95と前月末（467．66とほぼ同水準となった。

葦行年リストへ　発行年月日リストへ
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海外経済をみると、アメリカの景気は頭打ち状態のまま落込みを示すに至っていない。西欧経
済は総じて緩やかな拡大を続けている。一方、欧米各国とも物価の騰勢が強まって巡り、アメリカ

においてはインフレ対策が強化された。国際商品市況は、国際緊張緩和の兆し、アメリカの金利
上昇の影響などにより下落した。

我が国経済をみると、堅調な設備投資に加え、輸出、個人消費の増加などから総じ七着実な拡
大が続いており、生産こ出荷は引続き増加基調にある。こうしたなかで、雇用情勢にも改善の動き
が続いている。国際収支面では、原油価格上昇の影響などから、経常収支は引続き赤字となって
いる。商品市況は、海外相場安などからほぼ保合いとなったものの、卸売物価は、堅調な需給地
合のなかで、石油・同関連製品を中心に依然上昇を続けている。・一方、消費者物価は、おおむね
落ち着いているものの卸売物価上昇の影響が徐々に及びつつある。

×　　　　　×　　　　　Ｘ

最近の経済情勢をみると、設備投資の堅調な増加などから経済は総じて着実な拡大を続けてい
る。一方、卸売物価は、石油価格上昇の影響などから依然上昇が続いている。こうした状況下で
日本銀行は公定歩合を1．75％引き上げた。また政府は、機動的な政策運営態度のもとに、景気の
維持、雇用の安定に留意しつつ、当面とくに物価の安定を重視して、物価対策を強化した。

レ
1海外経済：ドルは一段高

アメリカ経済をみると、物価が高騰するなかで景気は頭打ち状態のまま落込みを示すに至って
いない。鉱工業生産は、前月比で1月0．3％増のあと、2月は、自動車生産の反動増を主因に0．2％
増となった。設備投資の先行きを示す非軍需資本財受注は、前月比で1月4二4％増のあと、2月は
民間航空機の受注減が影響して8．2％の減少に転じ、小売売上げも、前月比で1月5．1％増と急増
した反動もあって、2月は0．7％減となったが1月、2月をならしてみると増加している。一方、住宅着
工件数は前月比で1月8．0％減のあと、2月も6．3％減と引続き減少している。貿易収支（季節調整
値）の赤字幅は、1月の48億ドルから2月は56億ドルへ拡大した。こうしたなかで物価は依然高騰を
続けており、完成財卸売物価は前月比で2月1．5％上昇のあと、3月も1．4％上昇となった（前年同月
比では13．9％の上昇）。

こうした状況下、政府は、3月14日、インフレ抑制を目的とする一連の経済政策を発表した。ま
た、連邦準備制度理事会は、3月17日より公定歩合の高率適用を実施した。

畢欧経済をみると、イギリスを除いて景気は緩やかに拡大を続けているが、各国とも、物価の高
騰が続いている。西ドイツでは設備投資が堅調であることなどから景気は緩やかに上昇を続けて
いる。一方、物価は上昇率が高まっている。フランスでは景気は緩やかに上昇しているが、雇用
情勢は悪化を続けており、物価は根強い騰勢を続けている。イタリアでは個人消費が底堅さを示
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しており、生産は高水準横ばいとなっているが、物価は騰勢を強めている。他方、イギリスでは長
期間にわたった鉄鋼ストの影響もあって、景気情勢は一段と悪化し、生産の低下、失業率の上昇
が続く一方、賃金、物価の上昇率は加速している。

ヽヽ

その他の諸国の経済をみると、北東アジアでは内外需の鈍化から景気が低迷していたが、本年
に入り輸出に増勢がみられる。一方、物価は一段と騰勢を強めている。その他アジアでは、一部
諸国を除き輸出が好調を持続しているが穀物生産はインド、タイ等で前年を下回り、工業生産は
タイを除き各国とも伸び悩んでいる。物価は各国で二桁上昇へと上昇率を高めている。中国では
農業、工業とも1979年の計画目標（食糧生産3．4％増、工業生産8．0％増）を達成したが、本年に入
り工業生産は好調な動きが続く一方、農業生産は、昨年秋より続いている干ばつの影響が懸念さ
れる。ソ連では、‘1979年の経済計画はほとんどすべての目標が未達成となったが、本年に入り、
工業生産については回復の兆しがみられる。

3月の国際通貨市場をみると、ドルは、アメリカの金利上昇、インフレ対策の発表から一段高とな
り、マルク、ポンド、フランなど他の主要通貨は全面安となった。

3月の国際商品市況をみると、ロイター商品相場指数（ＳＤＲ経て）は月中5．1％の下落となった。こ
れは国際緊張緩和の兆し、アメリカの金利上昇の影響などから銅、小麦などほとんど全商品が値
下がりしたためである。

2　物　価：商品市況は騰勢一服

卸売物価は、2月に前月比2．6％と大幅に上昇し、3月も前句比で上旬は0．6％上昇のあと、中旬
は保合いとなったが、依然として上昇基調にある。これは、非鉄金属などが海外相場安から下落
したにもかかわらず、高値原油の入着があって輸入品が上昇しごまた、国内品も原油高により化
学製品、窯業製品等が値上がりしたためである。

一方、3月の商品市況の動向をみると、ナイロン糸、塩ビ樹脂、段ボール原紙などが引続き上昇
傾向を示しているものの、銅地金、ラワン合板などが海外相場安、高値警戒感から下落したため
全体としてはほぼ保合いとなっている。

消費者物価は、前月比で1月0．9％上昇のあと、2月も0．9％上昇となった（前年同月比では8．0％
の上昇）。5月の動向を東京都区部速報でみると、高騰を続けた野菜が値下がりに転じたものの、
果物、鶏卵、教養・娯楽用晶などを主因に前月比0，5％の上昇となり、前年同月比でも7．2％の上
昇となった。また、季節商品を除く総合でも、前年同月比で5．4％の上昇とおおむね落ち着いてい
るものの、このところ卸売物価上昇の影響が及びつつあり、徐々に上昇率を高めている。

こうした状況下で、政府はとくに物価の安定を重視して3月19日に物価対策を強化し、日本銀行
は公定歩合を1．75％引き上げ、9．0％上した。また、4月1日から預金準備率も再度引き上げられ
た。

3　国際収支：輸出の増勢続く

輸出は、増勢を続けている。通関輸出（数量ベース）は、前月比（季節調整値）で12月4．9％増、1月

5．9％減のあと、2月は9．5％増（前年同月比23．2甲増）となった。2月の動きを品目別にみると、自動
車、鉄鋼が大幅に増加したほか、多くの品目で増加した。なお、円ベースでは前月比8．4％増、前
年同月比48．9％増となっている（ドルベースでは各々Ｚ9％増、23．4％増）。

盤基は、横ばい状態が続いている。通関輸入（数量ベース）は、前月比（季節調整値）で12月5．6％
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滅、1月Ｚ8％減のあと、2月は7．2％増（前年同月比2．3％減）となった。2月の動きを品目別にみる

と、原粗油、機械機器などが増加したものの、金属原料、繊維原料は減少した。なお、．円ベースで
は前月比111．0％増、前年同月比79．0％増となっている（ドルベースでは各々10．5％増、48．3％増）。

ヽ

ヽ

2月の国際収支をみると、貿易収支（季節調整値）の赤字幅がやや拡大したため、経常収支（季節
調整値）の赤字は1月の2，927億円（1，250百万ドル）から3，646億円（1．497百万ドル）へとやや拡大し
た。また、長期資本収支は3，151億円（1，294百万ドル）の流入超過と前月に引続き大幅の流入超過
となった。これは、本邦資本が小幅の流出超過にとどまったうえ、外国資本が対日証券投資の高
水準持続などにより大幅流入超過となったためである。呟た、短期資本収支等は2，089億円（858
百万ドル）の流出超過となった。以上の結果、総合収支（季節調整値）は2，584億円（1，061百万ドル）
の赤字となった。

外国為替市場における巴迫堤（対米ドル、インターバンク翌日渡し中心相場）は、3月中、月初の
248．00円から弱含みに推移して2－49．70円で越月したあと、4月8日では262．50円とかなりの円安が
進行した。

3月の外貨準慮高は、月中2，228百万ドル減少し、月末には18．545百万ドルとなった。

4　国内需給：生産、出荷は堅調な増加

鉱工業生産は、前月比で1月1．2％増のあと、2月はうるう月だったことや、一部に前倒し需要が
あったこともあって、3．9％の大幅増となったが、基調としては堅調な増加が続いている。2月の動
きを業種別にみると、輸出を中心に好調な輸送機械が乗用車、トラック、二輪自動車などで増加し
たのをはじめ、一般機械が機械プレス、静電式複写機などにより、．電気桟械がカラーテレビ、電気
冷蔵庫などにより増加した。また、化学が石油化学製品を中心に増加したほか、金属製晶、窯業・
土石、鉄鋼など多くの業種で増加となった。

なお、製造工業生産予測指数は前月比で3月4，9％減のあと、4月は3．4％増となっている。

鉱工業出荷は、前月比で1月1．6％増のあと、2月は4．0％増となった。これを財別にみると、生産
財が前倒し需要なども加わってポリエチレン、アルミ圧延製品などにより増加し、資本財が機械プ
レス、デジタル型電子計算機本体などにより増加したほか、耐久消費財（乗用車、カラーテレビ）、
建設財（小形棒鋼）も増加した。

生 は、前月比で1月0．2％増のあと、2月も0．5％増となった。業種別にみる
と、金属製晶が食かん、アルミサッシ・ドアなどにより増加したほか、需要好調な一般機械、輸．送

機械などが増加した。∵方、鉄鋼、電気機械、窯業・土石などが出荷の高い伸びを背景に減少し
た。

2月の鉄工業生産者製品在庫率指数は78．7となり、前月に比べ0．9ポイント低下した。

現金給与総薩は、前年同月比で1月Ｚ4％増のあと、2月はＺＯ％増（うち定期給与は6．6％増）とな
ったが、実質賃金は、前年同月比で1月0．6％増のあと、2月は0．9％減となった（54年4月から55年2
月までをならしてみると前年同期比1．9％の増）。

昼毒草豊は、おおむね堅調な伸びを続けている。実質消費支出（家計調査、全世帯）を前年同月
比でみると、12月0．6％増のあと、1月は0．7％増となった。これを世帯別にみると、勤労者世帯では
前年同月比で1．2％増、一般世帯（自営業主など）では．6％減となっている。一方、農家世帯（農家
経済査）の実質現金消費支出は、前年同月比で12月0．8％減のあと、1月は2．6％増となっている。

その後の消費動向を小売売上げ面からみると、全国百貨店販売槙は前年同月比で1月11．3％
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増のあと、2月も食料品、衣料品を中心に11．2％増の高い伸びとなった。これには2月がうるう月で
あったという特殊要因も影響しているが、これを考慮してもおおむね堅調な伸びとみられる。ま
た、チェーンストア販売高（店舗調整後）は、前年同月比で1月102％増のあと、2月は5．7％増とな
った。　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

なお、乗用車（軽を含む）の新車新規登録・届出台数は、前年同月比で2月1．8％増のあと、3月は
0．5％増となっている。

住宅建設の動向を新設住宅着工戸数（季節調整値）でみると、総戸数は前月比で1月2．4％増の
あと、2月（速報）は0．2％滅となった。

設備投資は、引続き堅調な増加基調にある。先行指標の動きをみると、棲械受注（船舶、電力を
除く民需）に、前月比で1月17．9％増のあと、2月は7．2％滅となった。一方、民間からの建設工事受
注額（43社）は、前月比で1月16．5％増のあと、2月は6．9％増（前年同月比44．9％増）となっている。

公共事業について公共工事請負金額をみると、前年同月比で2月7．8％増のあと、3月は1．0％増
となった。なお、公共事業関係費支払額は2月15．8％増のあと、3月は0．9％増ななっている。

1＼

屋屋壇盤は・なお厳しさがみられるものの・改善の動きが続いている。常用雇用（調査産業計）｝
は、．前月比で1月0．1％減のあと，2月も0．1％減となったが、所定外労働時間（製造業）は、前月比で
1月0．8％増のあと、2月も2，6％増と増加傾向が続いている。填た、有効求人倍率（季節調整値つは
1月の0．80倍から、2月は有効求人が臨時・季節求人で減少したことから0．78倍と低下した。

2月の完全失業者数は111万人となり、完全失業率（季節調整値）は1月の1．87％から1．78％へと
さらに低下した。

企業倒産の状況を銀行取引停止処分者件数でみると、2月は1．238件で前年同月比32．8％増と
なった。

5　財政金融：短期金利は大幅上昇

日銀券の月中平均発行残高は、前年同月比で2月97％増のあと、3月は10．4％増となった。

3月の財政資金対民間収支は、2兆956億円の散超となった（前年同月は1兆5．359億円の散超）。　）
これは、租税、国債収入が好調であったものの、年度末支払の増加に加えて資金運用部等の特

別会計の散超幅が拡大したことによる。

3月のコール・手形市場な、上・中旬に資金需給の引締まりに預金準備率引上げに伴う準備積
み需要などが加わり、レートは大幅に上昇したが、下旬に至り落ち着いた。これをコール・レート

（無条件もの）についてみると、月初の94375％から月末には12．1250％となった。豊た、手形レート
（二山越え）も上ｔ・中旬に急上昇し、月初の9．8750％～乱9575％から月末には13．5000％となった。

企業車融の動向をみると、石油輸入関連資金、コストアップに伴う増加運転資金が増加してい
るなかで、企業の手元資金の取り崩しが続いており、企業の金融引締まり感は徐々に浸透してい
る。

マネー・サプライ（Ｍ2十ＣＤ、現金通貨＋預金通貨＋定期性預金十譲渡性預金）の月中平均残高を前
年同月比でみると、1月10．6％増のあと、2月は10．8％増となった。

全国銀行貸出約定平均金利は、2月中0．156％上昇し、月末には7520％となった。
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3月の全社債市場をみると、月初来金利先高感から市況は急落し安値を更新した。しかし、国債
整理基金の買入れ、アメリカの債券市場の持直しから中旬には反発したが、以降弱含みで推移し
た。また、条件付売買市場（現先市場）のレートは急上昇したあと、下旬以降強含み横ばいとなっ
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

3月の桂式市場は、月中を通じて整理局面となったが、特に上旬に世界的な金利高騰などから
急落した。このため、月末の東証株価指数（43年1月4日＝100）はこ454．46と前月末（46793）を大きく
下回った。

発行年リストへ　発行年月日リストへ
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